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コ
zh
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イ

と

路

ふ

道
イ
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叫
ニ
こ
の
道
路
は
、
寒
川
取
水
堰
木
に
補
水
で
き
る
よ
う
-
絞
並
木

、
プ
ロ
(
芸
)
か
ら
室
長
遺
す
る
に
も
優
し
い
」
施
工
が
行
わ
れ

6

ル
回
天
神
森
下
排
水
路
沿
い
の
相
撲
川
て
い
ま
す
。
歩
道
も
広
く
と
れ
る

)
一
ue

対
応
混
紡
敷
で
、
延
長
四
百
五
十
六
た
め
、
植
樹
帯
を
設
け
、
低
木
常

f
w
c

日
沿
道
略
で
す
。
こ
こ
に
は
、
幹
線
で
初
夏
に
黄
色
い
花
を
咲
か
せ

市
民
の
動
脈
と
も
い
う
べ
き
市
道
は
、
現
在
二
千
八
百
四
十
本
あ
り
、
新
平
塚
市
総
合
計
画
経
て
金
白
川
を
結
ぶ
、
伝
百
貨
約
一
の
周
囲
一
れ
ほ
ど
、
樹
齢
三
十
年
る
「
ビ
ヨ
ウ
ヤ
ナ
ギ
」
を
植
え

千
五
百
げ
の
貴
重
以
都
市
空
間
で
伎
の
桜
が
約
五
十
本
一
替
え
ら
れ
て
て
、
市
民
の
日
を
棄
し
ま
せ
て
く

duorプ
ラ
ン
幻
。
に
基
づ
い
て
、
新
し
い
都
市
機
能
に
合
わ
せ
た
道
路
整
備
を
続
け
て
い
ま

Tす
。

お

り

、

適

正

仲

「

サ

ク

ラ

土

手

」

ど

れ

ま

す

。

す
。
特
に
市
民
生
活
に
密
着
し
た
生
活
道
路
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
性
や
利
便
性
を
考
滋
こ
の
地
理
的
条
件
と
排
水
路
の
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
植
樹
帯
に
お
然
石
を
用

し
な
が
ら
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
平
成
三
年
度
か
ら
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
上
部
を
有
効
利
用
し
て
、
市
民
の
こ
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
人
と
い
、
ベ
ン
チ
と
し
て
も
利
用
で
き

い
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
で
す
。
そ
れ
で
は
、
話
題
の
コ
ミ
ユ
一
一
一
ア
イ
道
路
を
紹
介
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
車
を
分
離
し
、
安
全
で
快
適
な
歩
る
よ
う
に
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
が
計
画
さ
行
者
空
間
と
し
て
「
人
に
優
し
テ
ィ
の
場
と
し
て
、
潤
い
と
安
ら

認

定

さ

れ

て

い

る

市

道

は

、

現

め

て

い

ま

す

。

道

路

の

中

に

入

り

、

一

億

八

下

九

れ

ま

し

た

。

い

」

道

路

を

整

備

し

ま

す

o

ぎ
の
数
策
路
と
し
て
整
備
を
進
め

在
二
千
八
百
四
十
本
あ
り
、
総
延
コ
ミ
ュ
ニ
テ
f
道
路
は
、
一
般
円
万
円
の
予
算
で
す
。
整
備
内
容
は
、
地
域
の
歴
史
的
歩
道
は
、
総
合
公
開
国
の
よ
う
て
い
ま
す
。

長

は

七

十

万

一

千

三

百

二

十

七

日

山

背

景

や

沿

道

の

状

況

等

を

観

点

に

、

下

地

を

砂

利

と

砂

で

仕

上

げ

・

平

成

三

年

度

か

ら

三

か

年

計

画

;

よ

そ

東

京

か

長

森

ま

で

饗

さ

れ

親

し

ま

れ

る

に

、

題

専

の

語

、

歩

て

、

そ

の

上

に

レ

ン

ガ

ブ

ロ

ッ

ク

主

総

員

五

討

、

歩

道

幅

員

と

勾

じ

、

と

て

つ

も

な

い

距

離

と

遂

・

車

道

の

段

差

を

少

な

く

す

る

を

一

敷

設

し

、

雨

水

が

浸

透

し

て

樹

二

-

五

日

川

か

ら

四

・

五

れ

な

っ

て

い

ま

す

。

下

田

川

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

道

路

な

ど

、

快

適

で

安

全

な

歩

行

空

間

・

p

j

p

こ

の

う

ち

、

幹

線

道

路

交

万

の

確

保

と

緊

急

時

や

買

主

考

フ

9
j
みノ
J
1
3
E
E

人、

四
千
八
百
一
一
ト
一
一
一
号
、
一
般
透
こ
の
護
は
、
一
占
禁
路
と
の
で
、
そ
の
土
を
利
用
し
ま
す
。
慮
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
整
主
三

4
8
4

吋

1
1
E
L
i

絡
は
六
十
万
六
千
五
百
m
M
M
で

し

T
一

長

く

利

用

さ

れ

て

き

ま

し

た

下

回

排

遣

は

、

市

街

地

の

中

備

で

す

。

大

地

押

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

道

路

す
。
す
で
に
供
用
を
開
始
し
て
い
古
ー
ヰ
原
市
川
本
幹
線
が
広
成
し
、
央
に
位
置
し
、
平
塚
市
総
合
公
開
閉
歩
道
部
分
は
、
自
然
石
や
レ
ン

る
幹
線
道
路
は
、
八
万
五
千
六
百
時
府
軍
(
き
ょ
)
化
が
実
地
喝
さ
れ
た
か
ら
南
原
小
学
校
、
市
民
病
院
を
ガ
ブ
司
ッ
ク
を
用
い
て
、
期
間
い
と
こ
の
道
路
は
、
東
部
福
祉
会
館
激
策
絡
に
は
、
初
夏
に
色
と
り

六

十

五

日

川

(

改

良

率

九

九

・

六

安

ら

ぎ

の

ヂ

詰

問

と

し

て

い

ま

「

白

表

竺

の

東

側

に

あ

る

延

長

ど

り

の

花

を

咲

か

せ

る

ア

ジ

サ

イ

む
で
、
錦
装
宰
は
r
ぷ
U

と

な

っ

す

。

随

員

の

あ

る

南

原

小

学

校

前

三

百

五

十

れ

の

相

模

川

廃

川

敷

で

約

五

千

本

を

植

栽

し

、

「

ア

ジ

サ

て

い

ま

す

。

一

般

活

叫

時

の

供

用

問

は

「

せ

せ

ら

ぎ

水

帥

聞

い

や

修

景

均

す

。

イ

ロ

ー

ド

」

の

イ

メ

ョ

ジ

づ

く

り

始
は
、
五
十
七
ハ
ゴ
L
H
↓

一

一

イ

士

一

百

六

}

設

を

取

り

入

れ

た

地

域

の

コ

ミ

ュ

こ

の

廃

川

敷

を

利

用

し

て

、

沿

を

し

て

い

ま

す

。

一

川

川

(

改

及

率

七

一

一

・

五

町

む

ニ

ケ

l
シ
ヨ
ン
の
場
と
し
て
、
市
線
に
あ
る
白
寿
荘
や
大
神
緑
地
等
こ
の
外
、
ゆ
っ
た
り
と
歩
け
る

で

、

九

六

・

一

一

引

の

議

装

率

に

な

尽

に

愛

さ

れ

る

道

ヲ

く

り

を

進

め

の

公

共

施

設

と

答

係

さ

せ

た

コ

ミ

ょ

う

散

策

路

を

蛇

行

さ

せ

、

コ

グ

り

ま

す

。

て

い

ま

す

。

ュ

ニ

テ

ィ

道

路

を

繁

備

し

ま

し

マ

サ

サ

の

繍

裁

と

白

択

の

み

か

げ

ち

な

み

に

、

平

成

一

一

一

年

度

の

道

圏

平

成

コ

一

年

度

か

ら

三

か

年

計

画

た

。

特

に

、

災

害

時

の

避

難

路

と

石

、

ベ

ン

チ

が

数

説

さ

れ

、

調

和

路

関

係

整

備

事

業

に

計

と

し

た

予

'

車

道

幅

員

四

川

川

、

歩

道

縞

員

し

て

活

用

で

き

る

安

全

性

と

快

適

の

と

れ

た

、

潤

い

と

安

ら

ぎ

の

コ

算
は
、
約
三
十
四
億
瓦

F
乃
内

7
五
れ
か
ら
間
山
口
性
を
限
っ
た
潤
い
の
あ
る
散
策
路
ミ
ュ
一
一
一
ア
ィ
空
間
が
広
が
っ
て
い

で

、

土

木

費

の

-

一

二

八

町

引

を

出

と

し

て

整

備

し

て

い

ま

す

。

ま

す

。

整
犠
中
の
下
回
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
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〈二三〉

4

ル
を
た
て
て
人
け
い
に
つ
さ
や
す
く

ふ
隠
せ
渓
1
2均
二

υ
て
い
る
の
で
、
路
i
に
霊
す

3
r
l
f
J
市
i
f
m

吟
二
る
と
き
は
、
市
川
町
ら
一
喋
れ
る
z

引に

21盤
ゃ
れ
二
必
ず
一
付
近
に
法
的
水
利
が
あ
る
か

パ
翠
?
?
間
二
議
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

U
4
?
9
均
一
一

頭
誠
一
公
額
一
ハ
一
九
二
部
罷
議
鶴
錦
繍
練

i

t

J

一一

平
啓
一
年
中
の
市
内
ご
の
火
災
…
が
多
い
の
で
、
ほ
か
の
火
災
よ
り

l
l
i
i
f
「

ι
一
一
工
場
火
災
を
相
九
止
し
て
の
的
約

一
生
件
数
三
十
一
件
と
な
っ
て
一
被
害
支
き
く
な
っ
て
し
き
。
語
講

b
m炉
枝
子
一
訓
練
が
行
わ
れ
る

0
3は
き

お
り
、
前
年
よ
り

γ
九

件

器

し

一

放

火

魔

か

ら

大

切

な

室

主

同

盟

|

じ

一

レ

ン

を

鳴

ら

す

の

で

、

火

災

と

お

て
い
る
。
一
映
を
守
る
た
め
、
し
っ
か
り
家
を
一
し
か
し
、
消
火
伶
の
み
な
ら
ず
一
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
n

火
災
同
町
間
別
に
み
る
と
、
こ
こ
一
ド
縦
士
会
し
、
申
諮
問
り
に
燃
え
一
浪
路
に
山
崎
め
て
あ
る
防
火
本
憾
の
一

V
汀
時

2
η
m
U
(会
)
午
前

数
年
ガ
ス
コ
ン
ロ
(
天
ふ
ら
泊
の
一
や
す
い
物
な
唱
は
か
な
い
よ
う
仲
代
議
一
仁
に
駐
宅
レ
て
い
る
東
長
一
帯
く
い
九
一
9
時
め
分
i
m時

取
り
扱
い
不
、
江
南
む
に
よ
る
も
の
一
し
て
い
た
ど
さ
た
い
。
一
か
け
る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
治
…
マ
会
場
高
砂
斤
料
[
業
叫
時
i

が
ト
ソ
ブ
で
あ
る
が
、
放
火
に
よ
一

F

一
火
活
動
の
妨
げ
に
な
る
ば
か
り
一
場
(
内
八
幅
削
)

る
火
災
が
大
阪
に
用
加
し
て
い
る
一
寸
消
火
栓
付
近
J

一
か
、
火
災
ャ
い
よ
る
翠
一
目
立
言
一
:

一

，

一

一

L
査

一

一

方

大

4
1

レ
2
2
k
g

の
が
特
徴
(
平
成
一
手
℃
件
、
一
「
は
駐
車
禁
止
い
一
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
一

j
ジ

/

一

子

宮

呼

び

掛

け

る

。

言

語

に

一

言

々

は

除

く

)

一

言

、

自

治

幸

子

供

三

間

三

年

一

一

↑

同

件

)

で

、

そ

の

大

…

…

な

い

。

一

ミ

ス

じ

宝

γ
汀
情
的
た
に
沼
一
守
口
持

3
パ
l
u
二
円
)
午
役
一

V
等
笑
入
品
一
日
人
(
応
募
さ
れ
一
と
の
あ
民
一
川
ハ
悼
の
み
な
さ
ん
が
、

災
発
生
時
間
講
を
み
る
と
、
主
明
一
火
災
が
発
生
し
た
と
き
の
消
火
一
泊
火
栓
な
ど
は
均
約
を
阪
!
?
丘
一
ぇ
、
東
海
大
学
吹
↑
一
雲
市
研
究
会
、
一

2
時
1
3時
一
た
万
が
地
域
的
に
係
る
レ
ピ
ぎ
は
お
一
お
祭
り
な
と
の
ノ
ベ
ン
在
地
峨

九
時
か
ら
一
工
山
一
弱
ま
で
が
十
五
一
活
動
は
、
消
印
お
の
際
保
が
嘩
一
円
J
い
い
の
黄
色
の
一
言
で
、
内
尚
一
く
一
ず
同
時
十
円
三
川
民
主
ぷ
の
み
な
さ
一
マ
会
場
甲
山
4
M
Y
U
ビ
ル
r
給
与
一
撃
す
る
こ
と
が
あ
る
)
一
で
開
く
と
き
、
ん
だ
明
記
長
日
れ
が

作
と
な
り
、
全
ハ
体
の
ム
ハ
。
江
主
要
ほ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
c

一
票
に
践
ん
だ
り
、
お
色
の
ぷ
3

一
ん
が
市
内
在
ハ
レ
ー
ド
し
、
火
竺
パ
ヨ
ル
ロ
フ
ト
一
マ
お
願
い
す
る
期
間
平
成
4
年
一
凝
り
仁
一
炉
心
、
泊
択
し
く
で
き
を
と

機

を

出

め

て

い

る

。

一

市

内

に

は

一

F
一
一
日
筒
取
り
消
一

l

i

l

i

-

-

7

月
]
H
1
6い
三
パ
は
什
(
三
一
つ
お
手
伝
い
ず
る
も
の
ο

希
望
さ
一

山

市

放

火

さ

れ

た

の

は

、

一

戸

山

柿

ま

り

一

火

栓

淫

じ

め

、

消

防

井

戸

、

防

一

一

弘

込

恥

;

一

ハ

均

一

れ

る

誌

は

、

一

二

円

五

日

(

木

二

T
H
M
M弓
C
H
u
r
r
M一
議
議
モ
ニ
タ
!
の
募
集
一
百
九
2

川町三日

JU--目立一

止

に

人

り

や

守

/

¥

人

目

に

っ

さ

に

一

火

活

動

一

間

に

設

資

さ

れ

て

お

り

、

一

一

室

押

さ

れ

る

方

片

山

中

込

書

一

み

を

。

な

お

、

利

同

希

望

日

が

垂

一

一、UMtu日
一

い

即

日

産

一

日

日

刊

誌

詰

日

主

ど

絃

詑

で

も

あ

気

軽

巳

ご

…

踏

襲

を

一

h
y
u品
r訪
日

百

円

き

は

抽

選

と

な

る

0

1

」

悶

め

か

け

が

え

の

な

い

さ

佐

官

撃

つ

一

な

っ

て

い

る

。

一

一

要

事

事

主

人

の

う

え

、

広

報

課

一

V
対
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れ
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、
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引
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す
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蓄
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の
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を
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仁
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梢
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検
す
る
ほ
か
、
多
く
の
人
が
出
入
り

F
る
波
物
に
つ
い
て
も
防
火
対
策
が
で
き
て
い
る
か
検
査
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

。後最重喜善
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資絡を伝する}iまたは平成4年3日に大践の指

定する保健婦養成河?を卒業見込みで、資格取得5ci，

込みの15

。幾重手謂

手U43;'r~4n2[1以降に生まれた fjで、薬剤阪の

資格を有するまたは大字以じの課程を平成十一1

月に卒業見込みで資格取得見込みの万

ふさ最寄金手鋭意 受験申込書(~議員課にある)を、 2
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ヤ
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長
期
と
な
一
平
成

4
1月
1日
雲
市
内
一
方
は
源
泉
徴
収
禦
ま
た
は
給
芸
一
身
体
障
警
章
板
ま
た
は
戦
傷
病

7
6民
主

君

公

民

館

一

花

水

台

母

五

日
、
二
1
一
一
時
間
の
援
助
で
き
一
り
、
市
で
は
申
告
が
、
重
量
わ
一
に
住
ん
で
い
た
寺
、
平
成
3
年

玄

室

電

霊

所

得

お

よ

び

不

一

者

喜

一

五

建

主

9

マ

ロ

待

望

一

マ

結

果

孟

設

の

維

持

管

理

'
の
方
々
が
段
分
の
家
で
主
的
し
て
一
れ
る
方
に
既
に
申
告
用
紙
を
送
付
一
中
に
給
与
、
事
業
、
利
子
、
配
一
撃
用
所
得
の
方
は
収
支
内
訳
書
、
志
望
あ
袈
酬
は
一
一
お
お
む
ね
良
好
に
管
理
さ
れ
て
い

m

I
。

τて
い

る

。

一

当

、

不

動

態

お

よ

び

そ

の

ほ

か

の

一

農

業

所

得

計

算

書

)

一

会

議

実

霊

童

徴

収

係

一

無

料

申

告

拐

談

一

た

②

物

語

語

、

保

管

良

M

主
民
八
十
一
一
人
の
方
々
が
一
用
紙
が
厳
か
な
い
場
合
で
も
、
一
所
得
が
あ
っ
た
方
て
雑
損
控
除
の
あ
る
方
は
、
喜
一
(
喜
一
六
九
1
一
一
ぢ
一
)
一
税
理
士
ム
一
平
塚
支
部
言
、
所
一
在
室
さ
れ
て
い
た

乱
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
登
録
し
活
動
さ
一
室
忌
必
要
と
窓
わ
れ
る
万
一
昭
市
一
な
お
、
給
与
所
得
の
方
は
申
告
一
審
ま
た
は
饗
一
警
の
一
説
明
議
了
平
塚
税
務
課
同
国
人
課
税
第
一
部
一
得
税
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
一

ゃ
れ
て
い
る
が
、
核
家
族
化
や
量
五
襲
で
用
紙
を
受
け
取
り
、
竺
の
必
要
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
一
@
澄
警
護
(
お
万
円
安
趨
一
え
一
一
向
(
電
話

nー
さ

O
喜
一
一
一
い
て
の
無
料
申
告
童
話
く
o

一

護

議

窓

悶

取

り

コ

時

誌

刊

誌

ド

一

宮

必

ず

1
i

一

方

裂

を

γF75一
詰

立

問

日

包

六

八

)

一

7

日

程

2
5日
(

丹

)

主

警

護

が

変

更

同

一

混

雑

仁

仁

「

申

告

丸

山

む

一

レ

報

告

も

提

即

さ

れ

て

い

な

い

一

関

の

襲

養

一

議

耕

雲

間

縄

文

辞

一

f
h午
前
ヲ
待
望
し
市
役
所
会
計
課
窓
口
に
設
号

制

き

さ

や

「

豊

富

え

」

喜

一

点

一

昭

社

会

保

険

料

控

除

の

あ

る

万

一

市

役

所

市

民

ホ

ー

ル

以

外

に

、

一

時

午

後

1時
13時
刻

分

一

い

主

主

義

機

関

暴

露

間
加
を
参
考
に
、
事
前
に
記
入
の
う
え
一
脅
給
与
所
得
以
外
に
営
業
、
農
一
は
、
領
収
警
ま
た
は
支
払
一
議
選
一
次
の
会
場
で
も
申
告
を
受
け
付
け
一
マ
会
場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
一
窓
口
は
、
一
一
日
け
か
ら
取
り
吸
い
持

悼
平
め
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
一
業
、
不
動
産
、
利
子
、
日
官
、
原
て
生
命
保
険
料
祭
怖
の
あ
る
方
一
る
。
申
告
相
談
も
お
受
り
す
る
の
一
マ
対
象
小
規
模
事
告
未
納
税
語
一
一
間
が
府
内
史
と
な
る
。

織

ぃ

。

一

一

一

禍

料

な

ど

の

所

得

が

あ

っ

た

方

一

は

、

支

払

誌

明

書

一

で

ご

利

用

を

。

一

I

l

l

-

一
マ
取
り
扱
い
時
間

齢

V
2
7
5
2月

二
・

2
か

所

以

と

の

事

業

所

か

ら

と

寄

付

金

書

の

あ

る

在

、

支

一

言

;

一

襲

撃

議

了

翌

午

前

言

マ

華

街

1
3
5日
(
月
)
一
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方
一
払
話
番
(
住
所
地
の
日
本
赤
十
一

5255(金
)
土
屋
公
民
館
一
撃
韓
協

J
鱒

一

5
時

マ
受
付
場
所
市
役
所
市
民
ホ
1
一
・
挙
法
得
者
で
、
市
長
3
年
の
一
本
社
の
支
部
ま
た
は
北
(
同
募
金
会
一
点
目
玉
豊
田
公
民
館
一
議
襲
襲
饗
墾
議
麗
了
変
更
後
午
前
9
時
1
午
後
4

ル
一
中
途
で
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
一
に
対
し
て
ぬ
万
円
を
超
え
る
寄
付
一
・
泌
日
(
木
)
岡
崎
公
民
館
一
先
日
一
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に
つ
一
持

て
一
定
の
と
こ
ろ
に
勤
務
し
て
い
一
を
し
た
場
合
の
み
)
了
幻
自
(
木
)
神
間
公
民
銀
一
い
て
数
査
委
員
小
答
申
属
巧
氏
、
福
一
こ
の
持
間
帯
以
外
は
各
担
当
課

一

な

い

方

て

損

害

室

料

控

除

の

あ

る

主

-
A
3
2火
)
金
田
公
露
関
政
夫
氏
、
と
厳
重
一
氏
か
長
一
で
納
入
金
の
み
取
り
扱
う
こ
と
に

一
・
給
与
支
払
雲
童
日
ま
た
は
公
約
一

i
l
i
l
i
l
i
-
-
-
j
i
l
i
-
-

一
の
と
お
り
一
報
告
が
あ
っ
た
。
一
言
。
詳
し
く
は
、
会
議
題

一
年
金
等
支
払
報
告
書
に
記
載
窃
れ
一

:

'

'

:

i

l
，

F

一
{
監
査
公
表
第
叩
刊
号
}
一
係
(
内
線
二

O
一
一
一
)
に
お
尋
ね
を
。

一

た

容

と

異

な

る

方

、

お

よ

び

配

…

議

税

金

韓

協

鰭

覇

者

{
j
j
i
;
;
{
f
i
j
f

一

偶

者

特

別

控

除

を

受

け

る

方

…

詔

襲

撃

d

暴

露

議

翠

星

空

J
fぬ
込

用

教

。

一

一

一

は

女

3
女

時

申

に

、

る

一
・
平
成
4
年
1
月
1
臼

現

在

市

外

一

一

一

一

月

一

一

臼

(

月

)

か

ら

回

定

資

一

日

(

同

月

)

ベ

た

初

日

た

4

験
航
聞
に
す

一
に
住
ん
で
い
た
毛
市
内
量
産
霊
ム
口
察
縦
覧
で
き
る
。
一
。
需
午
前
8
霊

マ

午

後

…

ι
山

…

U
晴

受

矧

計

制

一
務
所
、
事
業
所
、
家
童
数
が
あ
る
一
こ
れ
は
、
平
成
四
年
度
の
宙
定
一
5
時
(
土
曜
日
は
午
前
8
時

刻

分

…

出

時

…

出

叫

は

各

閉

経

一

万

一

重

税

お

よ

び

都

市

許

霊

長

一

t
午

後

。

話

会

，

竺

日

航

時

間

M

m
施

。
源
泉
分
離
謙
税
を
選
択
し
て
い
訟
の
基
礎
と
な
る
と
由
、
書
記
一
マ
縦
覧
で
き
る
方
①
資
産
刀
折
田
寅

1

特

異

1

0

れ

諜

月

人

る
株
式
の
配
当
所
得
の
占
め
る
一
方
一
償
却
差
の
価
額
な
ど
を
決
定
し
一

υ富
の

襲

議

慨

m
m
慨

山

川

封

糊

J
一
同

e

包

民

健

康

保

護

保

険

者

と

な

一

台

援

に

登

鋭

し

た

の

で

希

望

さ

れ

③

法

定

日

凶

弾

人

③

務

月

ヤ

務

月

号

希

会

を

採

っ

て

い

る

方

一

る

方

に

見

て

い

た

だ

く

も

の

。

印

芸

の

重

苦

し

く

鱗

刑

制

融

制

制

み

翻

引

糊

〔

商

品

百

に

議

議

警

}

一

鑑

を

お

持

ち

の

う

一

九

、

資

産

税

採

量

付

ち

の

ヌ

渓

初

日

稔

相

川

、

ノ

比

栴

団

賠

一
で
縦
愛
を
o

u

せ

先

資

産

税

窪

田

公

昭

退

幼

忍

週

分

申

(

し

委

φ

収
入
の
君
主
国
(
警
所
得
の
亨
富

3R2日
(

g

t

n

(
内

線

一

…

九

二

〈

〉

0

0

護
憲
判
官

肱
湖
沼
担
見
学
会
に
奉
茄
を
一
希
望
さ
マ
実
施
日

れ
る
団
体
を
募
桔
刑
す
る
。
月
ま
で
の
原
烈
と
し
て
月
日
金
縫

広
報
諌
で
は
毎
年
市
民
の
み
な
臼

さ
ん
(
綴
子
・
図
体
・
一
般
)
を
マ
実
施
例
数
泊
四
(
申
し
込
み

対
象
に
、
競
光
パ
ス
を
利
用
し
て
多
数
の
と
き
は
抽
選
)

市
内
の
公
共
施
設
や
名
所
旧
跡
を
ヤ
費
用
無
料
(
た
だ
し
径
五
食
は

ご
案
内
し
て
い
る
が
、
今
西
こ
の
持
参
)

中
の
。
聞
硲
分
。
を
募
集
す
る
も
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
閉
山
体

の
。
希
望
さ
れ
る
母
体
は
二
月
二
名
、
参
加
人
員
、
実
施
希
望
日

f
九
日
(
土
)
ま
で
に
お
申
し
込
(
例
@
9
月
出
匂
)
、
代
表
者
氏

み

を

。

名

、

任

所

、

資

認

番

号

を

記

入

の

マ
対
象
自
体
自
治
会
、
ァ
ア
供
三
九
、
宇
制
平
塚
市
浅
間
同
町
9
!

会
、
趣
味
の
会
、
サ
ー
ク
ル
の
仲

1

車
塚
市
役
所
広
擬
課
(
内
線

開
な
ど

(
1
沼
保
お
人
ま
た
は
ぬ
一
一
一
四
)
へ
。

人
程
度
)

時 5月
・獲の部午後 l時

。夜の務午後 5時四分開濃

。会場市民センターホ…ル

・入場料 5席 3500丹、 A席 2000円、日席lOOOf弓

前売#は 2月23f3(日)午前四時から発売

・豹務所 市民セン3一、チケットセゾン、チケ

ツトびあ、ヤンレイレコード、穏元屋楽器倍、

サクラ醤浩一本泊、花水害五万

市民センターの電話予約は、 2月2SEl(jく)午前

8時 30分~

※ Th主主センター 君主言語32~-"2235

お
演

気

fu
隅

隅

掛

日

出

掛
持
、
夕
刊

の

わ

ト

消

岨

舗

と

t
f
L
U

峨

3
午

:ν

ヲム
h

J

由

脱

畠

C

C

〉

)

〉

)

ー入場無料

@駐車j揚カTないので、での米がるはご士連 [ブロフィjレ] 背山学院大学を不紫後、コンピユ

議ぞ ータ会社に入社っその後退社して、コラム二スト

胡閃いて苛わせ 勤労会館電話 32----3365 にコ現た週刊文存に「おじさん北造講政 j そ連載中

草



(4) 第 48ア苦号

こ
ん
な
光
景
を
見
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
。
自
動

車
・
自
転
車
の
違
法
駐
車
、
ご
み
の
不
法
投
棄
、
商

品
の
は
み
出
し
煉
列
、
い
た
ず
ら
書
き
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
「
私
ぐ
ら
い
」
「
み
ん
な
が
や
っ
て
い

る
か
ら
」
な
ど
、
安
易
な
気
持
ち
か
ら
起
こ
る
も
の
で

す
が
、
ま
ち
の
美
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
人
た
ち
に
迷
壌
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
場

合
に
よ
っ
て
は
事
故
や
犯
罪
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま

せ
ん
。ま

ち
が
き
れ
い
に
な
る
こ
と
は
気
持
ち
の
良
い
も

の
で
す
。
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
周
り
に
ち

ょ
っ
と
し
た
注
意
と
思
い
や
る
心
配
り
で
妨
げ
る
も

の
で
す
。
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

ぬ
い
ぐ
る
み
が
ご
み
の
中
で
泣
い
て

い
ま
し
た

い

も
も
もーレ

み

Bつ

紡

災

敬

愛

こ

れ

に

対

し

て

、

マ

グ

ニ

チ

川

一

ェ
ー
ド
と
は
地
震
の
大
き
さ
を
山

¥、

1ん
人
/
早
す
尺
度
で
、
数
字
が
一
違
づ

い

r
〈
一
ム
〉
へ
と
地
震
の
覆
は
約
一
二
十
倍
烹

¥
ヘ
叶
J
S
4
H子
に
う
と
い
わ
れ
る
。

/

J

j

N

J

J

・
-
J
f

な
お
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の

f
L
¥

宮
司
七
、
一
大
き
い
地
震
で
も
、
震
源
か
ら

震

震

と

は

品

が

透

け

れ

ば

重

厚

さ

アF
り
、
ま
た
同
じ
距
揮
で
も

笈
度
と
は
地
上
に
お
け
る
地
地
盤
の
悪
い
と
こ
ろ
ほ
ど
国
間
れ

簡
の
揺
れ
の
大
き
さ
を
体
に
感
は
大
き
く
な
る
。

じ
る
度
合
い
や
被
害
の
状
況
な
関
東
大
震
災
で
は
マ
グ
ニ
チ

ど
に
よ
り
区
分
し
た
も
の
で
、
ュ

i
ド
七
・
九
を
記
録
し
た

震
源
か
ら
の
距
離
や
そ
の
地
点
が
、
予
想
さ
れ
る
東
海
地
帯
践
で

で
の
地
盤
状
態
に
よ
っ
て
い
ろ
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
前
後
と

い
ろ
と
変
化
す
る
。
み
ら
れ
て
い
る
。
(
妨
災
課
)

出
場
希
望
者
は
体
脊
諜
へ

J
H
州
、
問
叫
歳
以
上
5
J
M
川、一

一
般
女
子
5

J
灯
、
一
一
品
開
校
友
子
5
J

開

く

。

一

M

川
、
中
学
男
子
5
乙
川
河
女
子

マ
期
日

3
月
刊
以
日
(
臼
)
一

3
キ
ロ
灯
、
続
力
障
害
者
男
F
3
J

9
時
1

…
日
山
、
同
女
子
3
J
M

マ
ム
義
援
口
公
園
側
一
マ
参
加
料
一
般
五
百
円
高
校

マ
参
加
資
格
古
川
山
内
に
お
住
ま
一
生
三
百
円
、
中
学
生
二
百
河

ぃ
、
ま
た
は
お
勤
め
の
中
・
高
校
一
マ
申
込
期
限

3
月
5
日
(
木
)

生
、
一
般
(
大
学
生
ア
五
凸
む
)
一
マ
申
込
先
見
附
台
体
育
銀
内
体

マ
種
目
男
子
一
般
叩
乙
℃

5
一
膏
議
議
語
幻
l
一一一

OLパ
O)

事12

3月1詰(自)
・12時開演

市毘センター
・入場自由

{出演団体] コールシルバー、コール美星、コールユー、 γ塚f少年少女合唱問、コ←ラスみずほ、

コールそれいゆ、コールポピ一、平塚混声合唱団、まどかコーラス、治1出ミロウアテ、コールみなみ

はら、富士見台病院コーラス悶安子会、コールマリンブルー、さきとむマミーコ ル、平塚コールグリ

ーン、そよかぜ、ポコアポコ、湖南コールカンパネラ、花水エコ←合唱部、ひまわり !J~ ~，~{t唱団、コ
ールスワン、平塚ジぇニアコ ル、ふじみ町コーラス、岡崎チピツ子合唱隊、ひばり野コール、パー

ルグループ

'問い合わせ 市民センタ一元tJi:'Q 22::15 

日 3月15EH日)
8時30分スタート

く〉コース 平塚競技場~山端中学校

5区間 31.9km 

・チ ム編 成監 督1、選手5、補欠2

・資 格 同 一 事業所で1チーム

一申し込み 2月 24E:3<f:n今後5時までに見附

介体育館内体育課にメンバー表を提出

同い"わせ体育課電お31-3060

く〉綴



東
小
人
は
5
歳
1
中
学
生
一
一
ス
協
会
ス
ク
ル
係
へ
合
同
町
い

門

V

前
売
券

2
円
以
円
(
八
三
か
一
九
日
わ
さ
光
也
九
九
附
ム
日
体
行
館
内
佑

ら
総
合
公
演
管
理
事
務
所

2
4
3
一
育
諜
(
川
屯
話
円
以
一
(γ
ハハ〉)

お

二

一

一

宇

一

一

二

)

お

よ

び

市

内

ブ

一

九

一

子

塚

あ

る

く

会

レ

イ

ガ

イ

ド

で

発

売

一

メ
一
平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
平
存
の

総

合

公

器

技

術

一

組

署

長

め

な

が

ら

よ

尽

か

員
を
募
集
す
る
一
ら
熱
海
ま
で
市
ノ
い
て
み
る
。
主

一
さ
れ
る
あ
ほ
う
日
、
直
按
集
合
場

総
合
公
間
管
理
事
務
所
で
は
、
一
一
所
に
お
集
ま
り
を
。

平
原
球
場
や
平
塚
競
技
場
で
好
一
マ
何
時

2
月
刊
即
日
二
日
)
経
企

一
球
、
サ
ジ
カ
i
怠
と
の
試
合
の
お
一
様
率
引
剖
計
以
ょ
の
場
台
は
お
日

一
手
伝
い
し
て
い
た
だ
く
均
十
世
募
集
一
(
臼
)
以
後
中
止

一

す

る

。

一

[

〉

集

合

平

塚

駅

北

口

改

札

口

前

一
応
募
さ
れ
た

ι

↑
刀
法
、
支
出
日
研
修
一
午
前
8
時

一
後
、
球
場
合
競
技
場
利
用
者
か
ら
一
マ
コ
ー
ス
平
塚
駅
熱
海
献

一
の
派
透
依
績
に
よ
り
一
部
落
し
て
い
一
継
の
沢
公
制
阿
部
日
金
山
東
光

一
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
一
寺
来
宮
神
社

一
マ
種
類
、
募
集
人
員
①
ス
コ
ア
…
マ
持
っ
て
く
る
物
弁
当
、
本

塁

百

十

ぷ

人

一

ボ

ー

ド

ぎ

孟

5
人
③
ス
コ
一
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交
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一
千
八
手
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以
小
学
5
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内

一
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ボ
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ド
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〈

選

手
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V
問
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先
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市
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勝
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言

幻

」
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開
一

i

お
秒
、

2
伶
後
藤
一
主
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横
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誠
応
募
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と
き
は
仙
波
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九

一

筆
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3
佐
久
保
本
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一
マ
応
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氷
上
安
全
法
の

つ

一

競

走

大

会
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、

守

/

一

一
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沿
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援
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一

長
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、
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千

〆

一

し

お

勤

め

ま
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は
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し

て

い
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講

習
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一
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一

る

高

校

千

日

以
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の

方

一

一

一

宮

崎

新

春

の

口
l
」
玄
ぃ
一
，
襲
警
之
資
子
(
中
原
二
マ
派
遣
料

1
時
間
六
百
円
一
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
量
産
で
一

「

ニ

士

世

紀

へ

の

顔

色

一

竺

ば

し

内

議

長

け

た

震

は

一

会

7

秒

、

2
佐
藤
喜
恵
一
マ
応
募
期
限
内
ノ
h
m
m
習
室
一
は
、
止
で
の
事
故
防
止
や
震
↑
刀
一

ぜ

ひ

お

寄

せ

い

た

だ

一

一

一

一

詩

的

計

百

主

計

U
F
L
P
Nド
計
計
二
百

Ih--務

一

目

的

一

一

日

付

;

ヒ

安

全

一

マ

字

数

凶

百

字

位

行

一

4
2
1
月
ロ
呂
、
多
加
ロ
チ
ー
ム
一
・
優
勝
阪
雅
γ

仁
(
~
晶
士
見
)
7
一

内
容
は
、
六
ト
周
年
に
関
す
る
一
マ
締
め
切
り

2
月

営

主

・

優

勝

沼

北

(

原

町

君

、

市

一

分

。

秒

、

2
位

原

町

長

(

金

一

一

ア

ニ

ス

ス

ク

i
u
u
p
u月
七

、

が

叫

簡
単
一
マ
送
り
先
一

Tm平
塚

市

浅

間

町

一

川

豊

、

回

目

冗

良

一

、

三

輪

苧

幸

、

…

日

)

、

3
佼
北
村
嫌
藻
(
金
日
二

-

9

1

平
塚
市
企
画
部
広
報
課
一
日
宇
午
後
3
時

こ

れ

は

市

内

で

義

主

は

…

堂

道

誠

74位
君

主

す

向

女

子

、

一

千

お

一

の

受

講

止

a一
募

U
U前
日
日
体
育
館
(
ブ

1

一

マ

会

場

総

合

公

穫

さ

れ

る

農

水

産

物

て

望

食

一

港

、

益

支

、

4
2・

露
望
感
子
(
相
模
)
3
一
平
塚
市
テ
ニ
ス
協
会
で
ル
、

A
1
会
議
室

一

マ

宗

家

斎

コ

ン

テ

ス

ト

、

三

雲

加

工

食

品

を

作

っ

て

も

ら

五

、

長

城

島

一

分

器

、

2
位
中
野
伸
美
(
中
一
一
一
ス
(
硬
式
)
ス
ク
ー
ル
一
主
計
需
に
お
住
ま
い
、
長

一

事

場

牛

乳

主

主

(

た

一

ぃ

、

郷

土

屋

言

し

て

い

一

{

喜

一

一

一

浦

安

嚢

暴

露

豆

、

3:草

案

)

一

生

一

を

募

集

す

る

。

め

ま

た

は

害

し

て

い

る

凶

歳

以

一
い
)
胞
の
無
料
配
布
、
護
霊
一
た
だ
さ

E
い
う
も
の
ロ
応
募
作
一
定
大
会
(
郡
市
対
抗

)
}
1
5
E中
学

季

、

一

一

一

幸

一

マ

品

4
月
1
平
成
5

k

の
泳
げ
る
方

Z
E
8

一

か

一

言

、

平

塚

の

食

文

化

展

(

一

ニ

旦

臼

、

重

手

i
ム

で

優

勝

白

書

(

太

洋

中

3
一

(

皇

居

マ

申

込

先

2
5日
か
ら
ス
ボ

マ
問
い
合
わ
せ
先
農
産
課
重
一
五
日
1
十
日
・
ひ
ら
つ
か
夏
ブ
…
信
勝
平
塚
市
A
(市
川
壁
一
年
)
叩
分
担
秒
、

2
位

出

回

周

一

マ

ク

ラ

ス

長

選

I
ツ
探
興
財
団
(
見
附
台
体
育
日

夜
(
内
線
五
回
二
)
一
ラ
ザ
)
の
会
場
に
展
示
さ
れ
る
。
一
石
井
直
弥
、
堂
道
誠
、
大
関
篤
一
太
郊
(
浜
岳
中

1
年)、

3
位
一
後
O
碍
加
分

1
2
号

、

内

停

電

話

お

O
一
O
一一)へ。

一
一
〉
応
募
品
制
限

2
月
初
日
(
金
)
一
史
、
小
幡
俵
代
子
)
、

2
伶
秦
一
鈴
木
福
太
郎
(
金
日
中
1
年
)

地

の

味

づ

く

り

一

マ

作

品

の

機

人

員

5
R
宝

石

市

A
、

主

要

去

、

4
一
員
女
子
、
一
一
言

コ

ン

ク

j
ル

を

一

午

前

9
時
号
、
ひ
ら
つ
か
富
一
位
茅
ヶ
崎
市
A
、
5
佼
横
須
一
，
優
勝
芹
沢
る
み
子
(
金
問
中

，

一

プ

ラ

ザ

一

賀

市

A
、
6
位
秦
野
市
B

一
2
年
)
7
分
泌
秒
、

2
位
間
阿
部

地
の
味
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
の
一
[
〉
応
募
先
ひ
ら
つ
か
雨
民
ブ
ラ
一
〔
平
塚
市
少
一
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
一
美
里
(
金
地
中

2
年)、

3
位

ザ
一
(
電
話
お

L
ハ
一
一
一
二
九
)
一
会
〕

1
月
初
日
、
総
合
公
園
、
参
一
加
藤
茜
(
金
日
中
1
年
)

8
 

5
開
平
塚
市
は
、
昭
和
七
年
四
月
一

日
川
問
自
に
横
浜
市
、
横
須
賀
市
、
川
崎

伊
醐
市
に
次
い
で
、
県
下
で
四
番
呂
に

紘
一
巾
制
を
施
行
し
、
今
年
で
六
十
周
一
平
塚
市
、
秦
野
市
、
伊
勢
原
一
が
当
番
市
。

ヰ
隅
年
を
迎
え
る
。
一
市
、
大
磯
町
、
二
宮
町
の
畜
注
農
一
当
日
は
、
乳
牛
、
肉
牛
、
肉
開
臨

時
叫
時
そ
こ
で
、
六
十
回
周
年
を
お
祝
い
一
家
が
集
ま
っ
て
「
湖
南
地
方
議
鹿
一
の
家
事
宙
コ
ン
テ
ス
ト
や
豚
汁
、
牛

S

爾
し
よ
う
と
、
広
報
紙
の
特
集
号
を
一
ま
つ
り
」
が
閤
聞
か
れ
る
。
こ
れ
一
乳
な
ど
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
務
在
金
一
は
、
各
市
の
会
場
を
煩
番
に
回
っ
一
れ
る
。
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
を
。

廼
中
で
あ
る
が
、
市
民
の
み
な
さ
一
て
い
マ
今
年
は
平
塚
市
一
マ
日
時

3
R
I
臼
(
日
)
午
前

J

h

w

¥

一

ト

い

あ

5

f
/人
一

的

一

b

d

z

J

ア
キ
な

三
、
沢
一
し
北

h
¥

人
色

。
ぜ古川

詳
/fi--L 

£広報ひら a〈ち〉

い

3
H
n
l
g
 

語
〈
〉
釘
本
サ
ツ
カ
i
り
i
グ
一
部
公
式
戦
(
一
般
干
百
円
、
中
-

高
校
生
七
百
円
、
小
学
生
凶
呂
田
川
)

@
2
汚
ぬ
日
(
土
)
H時
日
産
対
本
田

。
日
本
サ
ッ
カ
ー
リ

i
グ
一
一
期
剛
八
会
乱
戦
(
中
学
以
止
五
百
円
)

・
2
月
お
お
(
水
)
日
同
時
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
対
甲
府
ク
ラ
ブ

・
3
月
7
日
(
土
)
M
持
フ
ジ
タ
対
コ
ス
モ
む
池

・
1
月
九
凶
日
日
(
土
)
同
時
ブ
ジ
タ
対
田
辺
製
薬

〈
〉
そ
の
外
の
試
合
(
入
場
無
料
)

-
2
月
刊
日
{
口
)
間
山
時
田
町
第
二
種
サ
ッ
カ
ー
選
子
権
大
〈
4

・
3
月
1
臼
(
日
)
8
時
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
3
月
8
日
(
日
)
8
時
小
叫
子
生
駅
伝
競
走
大
会

〈
〉
入
場
自
治

・
2
月
山
日
(
口
)
9時
神
奈
川
県
卓
球
選
手
権
大
会

ヌ守
j
3
1
5
ヘ3
2
J

、JY
土

f

F

:
i
l
J
2
[
r
t
、
E
昨

ん

・
3
月
i
v
H
(
日
)
9時
県
実
業
団
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
3
月
8
け

(

け

什

)
9
将

H
H

。入場料 ;) 000ド] (::i':席指定)

(':'重吉売戸斤 I行1'¥とセンタ一、クワタロ ド、

チケソトびあ、ヤンレイレコード 、手前八

F託業者寺応、サクラカ五万本町、花水戸

4 fl分の申し込みは 3fj 2 li午 前 9ff辛から

一一一一一‘ 一一四一一一一 』ー

上tセンタ一定ム:日jいわせ

OJ訴す合体育館話-:~(l57)
ー開政撞自 卓球、バドミントン、パスケッ

ト、軟式庭球(~同時)、パレー(1似時~)

2月 24日(月)午後 1時~午後 8時

• 3月号 Eヨ(汚 ) 1/ 

どο〉念E毘E公E渓定費鎗宮体普脊ぎ童鐙室 ('.屯註話山3孔1 2幻λ3郊附6肘〉

くOコ金箆公渓童鎗宮体苦育言童鍍官 〈叩冗屯主話5印N ο川川lμ刊fI

o宇神車E泊自公良童銭宮体鳶責館宮 (は1古日i品3訂;) ()問2幻3凹制9引〉

・開肱種昌 パレ {9 [ì;'.f~lJ怯予)、ハドミン
ト/、卓球 (1 滑γ~16時)、パスケソト(1 6
仔寺、 2()fl.'I')、

• 2月 17Eヨ(汚)午前 9時~午後 8時

。3月 2 臼(月) ノノ

• 3 Jj16E1 (丹) ノノ

事



(6) 

Jノ針k食d日 1ii_i庖Jjsi.t!日

ν;足i尚館守ご同八構1-13噂話:-:¥52111 

す家庭教育講演会

組?字竺のふれあいについ亡号えてみる O

i 什i仏時予 -$q 日I

3干易~ ~，旬k 工ぷミ

小、中抗生をお持ちの父母200人〈先

者相〉

品帥家教ず?カウンセラー内[l1玲子さ

ん

。テ マ l今、何づいどいただきたいこと

たくましい子イ共を台てるには j

ども換言霊会

'，_~' 3月 8臼(羽 )10時>14時、薬会室

lドン松h郎のノ出討〉く守食わ

v-らっすれ

言法語雰皇事長言語;z
京 、 人 5こを月つ
村 尚 守第 4 出募かか

一徳後 4河会築史カ
ャ 寺 1 火 21 っす開 Jレ
高 時警日たる警チ

里子 30臼 3 女 すヤ

it;322j舎
のマ門 12'7中 7 ・のマ{分

担葬費量喜重露開要)
第 4 ち教 氏四午ニ第 4r雪
ぷ筆者一吋 3月語2愛妻普万 世 9 7)< 1 募

日}別五 流時寝臼集

?会霊)吉 苦翠?キ究
会年 30 _____ ?主ら全年

話員入 車 芸品言員 カルチャ教護「書棚7ち教護Jiこで

雰喜雪量暴言;暴露そijFZまド喜住人手言語雰露

主2iiii言明ipi= i ii1 1LZ i 
千谷 30尽 1 人 公 論 ¥B ¥壬 千家 30 B ¥雪)千高 3ο
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話ミヨ- 別二 家持縫 U 15 pj 術 時曜日人 月さ〆? 時全日 一別

奪三 J歪 )ZJ十1b?キ人翁三普ザキ 空ん嘉手 iiiキ三)
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スく( と 教 1fM;崎ノ校 12 H 26H 

心力り光 サ 養~門'''''''''' ーハ一円。イ課者イ学!弘U 阻 止、，'_1 L， i;_j 

~ __0市服エ }r5ι 
災) ン 長 ※同氏のときは中は

ビデオ時真理主会

し 3月 15Eミ(臼 )10時.14時、集会室

「 人をごらしめたカメ j 刊什

ぐ食W>
ぃ↑誇j魚市在日号1

火~，跡'fl 9時時30分

(Jlli(!'i!のみ 9時一J7時〉

(，イイドilfnJ 1l'J_，JiVJ附 ιi 
符ノ少、;)，会館

千万受任司fBT12 ，11 7029 

王手足立4年 21'弓守 5Eヨ

公東海大学E君主警豊宮のご和IJF丹を
[i[:.<:]書館では東海大γ付属凶許館と栴示:j

fHしている。詳しくは 副書館本組にお尋ね

易〉

ー利用できる二今 日識以 kで、市図書館の

利同舟離をしているカ

手手:j川内容 資料。 I:Jわ物の針仏、付加

魚'j"OJfiJfH

"， fjtJftl;;付与羽

火 ~[-jl培 9 時 ----16時30分

(合時のみ、もをと拳考曹は 9ff.';， ~HUS

，)0ラ})

十件バ11 免坦!J昨日、バポ

:， 以内館ム館

字削桟FJJ町 12--41 電話31 041:) 

事i毒

「日本心系金同31と同汗j をテーマとした

議樹会。参加ご希望。コJJは、 :，日美術掠講常

におまりを。

〈第 1自〉

H時 .1Jj14H (士)時~ì6時

ー講師東京P-JJ'f.文化財研ヲミ:1'斤 構築大氏

内谷 黒田揮と fJ本のアカデニミズム

〈第 2回〉

i ]ft.'f :3 }i21日 LU 14日 ，f '~16尽き

e講師東京出立近代韮補館 岩崎吉一氏

内 容 近 代H本画とヨーロッパ

〈第 3鴎〉

• EJ!hy 3 JJ2B日{上) 14持~16時

ー講師 平塚市完備館長原町出

・内容控欧しなかった両事たち f-r-'Hl劉

生、高識五郎を中心にして
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時 30分まで)

、親覧料常設展 ( 般 200rJ、高ー大学1-:100

円、小ー中学生50rr.J)、企l?-lj民(展覧会ごと

にノとめる)
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第 48ア聖霊

3
月
日
日
ま
で

"'-

3月来ま

なお、新しい展示物はコ

ンビュ…タ制御によるピデオの映揮情報

機器を導入し、臨場感あふれるコーナー

としてお日見えする。ご期待を。

………ー…
令博物誼桟間町12---41 電話33-511J 
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{なかよし作品展}

ー期間 2JJl:j会 j (不) .~凶日〈火、

[諮問[::ι制 'L流出近fC友会]

・期間 2 月 2 之 ~'3 月 111 (il) 

{第 13[<l] 字申~':;')I IM市町小汀J政デザイン嵐]

[ハンのィ主 ルナフ口 ラ一関]何時出イ答

期間 :3 JJ 4 [1 (水) -~I(]H (火)

((tjL~センタ 陶主教玄作品展]

{秀栄タイルア ト属Ji口[1吟洲市
今期間 :-; jj 11 j-J (水)へ什 (火)

古美術鎗i裏統譲渡会
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離主治民の許可を得てからご参加を

醒月子慢康子帳、筆記府民(念日桜

共通)、スラ y クス(2.口と加

、子ふきタオル (Hillと

日)、エフロン、 一角布(l6H)

を持参

〈ア〉

覇対象 2揖 6か月までの乳幼児

盟会場 ド塚保慢所

韓相談 fJ :1 J:l 2 l-j ~ 16 f 1 

盤時間1 午前 9 日時~lO時

覇申しよみみ 電話で平塚保健所へ。

盟対象 3月中に 8か月から 1前に

なる乳幼児のお母さん

盟 rr時 3 Pi :3日午前10時~日時

輯会場 平塚保健所

臨時子擢i恭子職、筆記用~-{，を持参
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3月21日今前 9時30分~日時30分

品ちゃんのおふろ〈実智)、お父

さんも緒にどうぞ

~ J'j30H 今後 l時30分、 4時

お庫の進みjjと成哉の過ごしjj

翻会場保耀センター

可勺K3 'f~ 8 tl14 Hせま才L。
体霊 8kほ反、身長6伺8C'η九:

ベよく理る手のかカか、らないお

となしい F。

合ド塚市下島865-:.; vr=:JlI製イ乍
戸ノ千f)を長守科している{I，干lii雅ー

さん (29歳)としのぶさんは7歳)の

双子の赤ちゃん。

ノ¥ノミもおばあちゃんもかむいが

つ ζ くれるが、 2人に手がかかる

ため、やきもちをやく存脊お姉ち

ゃん (2歳)に時々いじめられる。

二人が緒に説いたときは、ママ

が草月ちゃん、おばあちゃんが峻

平ちゃんの耐仰を見てくれる。

双子なので何でも っ と 費 用 が

かかり I 変 だ が 、 丈 大 に 奇 っ て ほ

しいとママ。

韓対象 日fft[ぎの予防接持iを受け

る必要のない乳幼少ム

・2芯1Wl 3か iJ以 L6蹴未満の乳

幼児。 3週間から 8週間の間隔で

:J克ける。

. Zi';ZWl 第]期の :iH1iの 接 樟u
から 1年以 Ll勾 6カリ!以内に l

受ける。

調掩概刀法 市民病院斉病院の

みで年間を通じて接種できる。接

願 flは阪師とご相説を。

調料金無料

撞保険ι01、吋子鵠脱子三帳を持参

覇 第 1期対決は 3か円以 L4歳米

出jの乳幼ジム 3週間カ、らお週間iの

間隔で lF'l受ける。

購 第 2期 ml期目 31"H-lの 接 種H

ヵ、ら 1匂f!__L1 6カサIIよ"メサbこ1 

M受ける。 3歳 6か 'Jに速するま

で受けられるが、 4歳までに終了

することカド裂ましい。

融!万j業問、病院で持桶を。持開 IIは

民帥とご宇tJ淡を。

無料

事5

市内で100軒を超す農家が生産している花

を 、 市 民 の み な さ ん に 知 っ て い た だ こ う と 、

花の展示と郎売会を開く

o翼話題 2 J=313B(木)-旬日{火)
く〉会場市民ブラザ

-パラ、カーネーション、スイトピ一、サイ

ネリア

※悶いずすわせ 農産課常農指導係

生活関連物資偲格識変表
消j'i生活モニター30人による 1月分の 1ι均価格

し

老人クラブの活動的軍事

上社会奉イ士活動

に生きがいを高めるための活動

3.健康づくりの活動

4. レクリヱーション活動等

希望される方は、お近くの老人クラブ

にお申し込みを。

問い合わせ福祉総務課老人福祉係
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